
{ 

Copyright © 2020 NIPPON GAS CO.,LTD All Rights Reserved. 

ニチガス
スマート保安へのチャレンジと

共創への取り組み 
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基幹システムのクラウド化及びスマホ化の流れ 
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クラウドシステムの導入効果 
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５ お客様データ(保安関連含む)のセキュリティ確保 



 

６ お客様データ(保安関連含む)のセキュリティ確保 



データーセキュリティーの確保を担保に保安業務をマイクロサービス化 

基幹システムが持つ各機能は、機能毎にみじん切りにし、単独アプリとして構成する（マイクロサービス化）。 
これにより期間システム全体に手を加えることなく、機能API毎に他のシステム連携、改修、サービス化 
（スマホアプリ化）を実現することが可能となる。 

構築したシステムを各社基幹システムにAPI連携、共同利用を可能にし、 

保安のフィールドワークの受注だけではなく、システム分野の共創も実現。 

保安業務のプラットフォーム化 

【課題・要望①】 

保安システムのマイクロサービ
ス化に向けて 

例：機器調査の調査項目の違い 
  など 

規制の違いによりシステム構築
が複雑に、共通部分が増えれば
構築はよりシンプルになる。 

液石法 ガス事業法 

統一することにより効率化 

共通部分 
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【安定供給の担保】 

コミュニティーガス団地 

実績配送は、効率的
な配送によってあら
ゆる無駄を無くすだ
けではない。 

実績＝リアルタイム
によるガス残量の見
える化は、そのまま
安定供給の担保にも
繋がっている。 

コミュニティーガス
の配送計画も、実績
配送を取り入れるこ
とで、より精度の高
い安定供給へ。 

12 



通信方式 検針回数 通信回数 開閉栓 導入コスト 普及世帯数（設置開始年） 

スペース蛍 Sigfox／LTE-M 1回／時 1回／日 24時間以内 低い ９０万世帯（2020年～） 

一般的なＮＣＵ 多岐にわたる 1回／日 1回／日＋α リアルタイム 高い ３７４万世帯（1986年～） 

スペース蛍と一般的なNCUとの違い・比較 

NCUの普及状況と課題 

集中監視システムであるNCUは、設置先の需要家の電話回線等に依存。そのため専用回線を事業者が負担する等でコストが
増大する等普及への課題があった。現在はLPWAを活用したNCUも登場したが、30年以上経過して普及率は１９％に留まる。 
 →スペース蛍はLPWA（Sigfox及びLTE-M）を採用し、設置先の回線環境によらず普及させることが出来る。 
  低価格、かつ取付容易(ニチガスは1年で90万台すべてのLPG顧客に設置済)であり中小規模の事業者も含め促進をする 
  ことで安価かつ早期の保安の高度化が実現。 

【課題・要望②】 
保安高度化の早期実現に向けて 
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スペース蛍は微少漏洩等の保安情報を遠隔で取得することが可能(メーターの即遮断機能はないが、ガス漏れ等

緊急の場合にはマイコンメーターが遮断)  

  ⇒高価なNCU設置は過大スペックではないか 

  ⇒集中監視システムが５０％以上普及しているLPガス販売事業者は、認定販売事業者として恩恵を   

   受けることが出来るが、その要件としての「集中監視システム」を幅広に認めることにより(スペース蛍  

   等安価・容易なツールを追加)保安高度化が加速化するのではないか 



ガスメーターのオンライン化には欠かせないサービスとして 
自社顧客６０万件に普及。スペース蛍と併せて他社にも展開予定 

14 



お客様とのコミュニケーションツールとして 
・緊急時対応の際に写真の共有 
・保安周知・特別周知 
・法定点検のお知らせ及び訪問日の変更 
・地震・災害発生時の通知・範囲 
 等の機能も今後充実させていく予定です。 

お客様からの 
要望や不安に・・・ 

アプリを通して 
迅速かつ的確に応える 

地域防災との連携 
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【課題・要望③】 
保安調査における規制緩和 

新しいテクノロジーを取り入れることで、保安高度化が実現 



17 【参考】循環型社会・自然共生社会 
に向けた取組み 
■スペース蛍 
 既存のガスメーターを交換することなく、簡単な取り付けで、
自動検針や保安の高度化、遠隔でのガスの開閉栓など、既存の設
備を高性能化させる仕組みであり、余計な廃棄物を発生させませ
ん。 

 
■ペーパーレスに向けた取組み 
 2024年3月期までの業務完全ペーパーレス化に向け、様々な
レベルで取組みを進めています。 
・紙の検針票廃止、スマホアプリでのお知らせに移行。 
 約４０トン／年の紙を削減見込み 
・各種申込書を電子化 
・取引先との電子契約や請求書のやり取りの電子化を推進 
 

■ガスメーター・ガスボンベ（供給設備）の共有化 
 今後の取組みとして、業界全体で共通のガスメーター及びガス
ボンベを普及、LPガス契約（事業者）変更の度に供給設備を取り
換える非効率な慣習をなくすことを目指します。 
 

■省エネガス機器の普及 
 お客様先でのガスの消費量を減らす、省エネガス機器の普及に
注力しています。 
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